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＼ K’sNEWS特別号「共済月間 in 関西北陸BK」第1号です！ ／

自大学での共済月間の取り組みに活かしてきましょう☺

共済月間
とは？

共済月間
のポイント

ブロックの
月間ツール

？ 全国共済月間とは…

組合員に健康や安全な大学生活を送ってもらうために、
「共済活動」を全国の大学生協に関わる人みんなで

一斉に取り組もう！という期間です！（実施期間：9月～11月）

／
詳しくは
発信されている
「全国共済月間News」を
チェック！
取り組みをつぶやくときは
「#タヌロー」をつけてね！
＼

！関西北陸ブロックの共済月間のポイント
すべての会員生協で、「共済月間」をきっかけとして、

病気事故の事例の報告と予防活動のとりくみを企画しましょう。

①「給付事例」
を基にした活動

②食生活改善
に向けた啓発活動

③共済ボード
作成の取り組み

次のページで
もっと詳しく！



共済月間をきっかけに、大学生協として
共済・たすけあいを広げていきましょう
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０１ 「給付事例」を基にした活動にとりくみましょう
～給付事例学習会を職員・学生・アドバイザーなどと一体になって行おう～

関西北陸ブロック共済月間のポイント

学習会の進め方（例）
色々な人が参加できるよう、
1時間程度で定期的に実施！

≪準備≫ 開催日時を設定し、「たすけあ
いアンケート」等をピックアップしておく
（8～10例）

≪当日≫

1）司会より趣旨説明、進め方を提案
→必要に応じてグループ分け（6～8人)

2）アンケートを精読(5～10分)したのちに、
グループで意見交換 付箋や模造紙を使っ
てもよい。
3）まとめ グループからの発表、行動提起

や具体的な内容を確認
(共済ボード作成、給付者への手紙を
書くなど)

●次回日程を決める

給付事例学習会を実施することで

▶自分の大学の給付事例や生活実態を知ることができる。

▶学生生活のリスクや大学生活に寄り添った共済活動ができる。

▶給付を受けた人の声や想いを知ることでたすけあいの実感に。

▶学生と職員が一緒に行い直接意見交換することで、
それぞれの立場で気づいたことを共有して刺激し合える。

０2 食生活改善への啓発活動を行いましょう

～秋の食生活相談会や食堂での掲示物などで食生活からの予防啓発活動を行おう～

✍

●秋の食生活相談会の実施・食堂でのPOP掲示

⇒秋の食生活相談会を実施したり、食堂に食生活や健康に関するPOPを置くなどの
取り組みを行うことで、組合員が健康的な食生活を送っていけるようにしましょう。

●ツールの活用
⇒ブロックから発信される食生活クリアファイルや、全国から発信されているラウンド
シール・レールPOPなどを活用して、組合員が気軽に自身の食生活を考えるきっかけを
多く作る活動を行っていきましょう。

●自分の食生活を記録/把握する

⇒活動を行う側も、主体的に食生活からの健康を考える機会を作り、
日常活動や新学期活動での取り組みに活かしていきましょう。

組合員にとって身近な”食”の視点から、
自身の健康を見直す機会を広げましょう！
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※学生だけでも実施してみよう！
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０3 共済ボードの作成にとりくみましょう
～共済ボードで給付事例の報告や予防啓発活動を行い、たすけあいを広げよう～

関西北陸ブロック共済月間のポイント

ブロック共済ボードコンテストも開催されます！
詳細は今後発信されるポスターをチェックしてね☑

ブロックから提案する月間ツール

食生活相談会や
大学/保健管理

センターと協力しての
配布等に利用できる
ツールとして食生活

クリアファイルを
作成します。

2014年～2017年
（4年間）の

会員別給付実績のポ
スター(高専は5年)
会員生協の4年間の
給付実績データを

提供します。

「食生活」
クリア

ファイル

会員別
給付実績
ポスター

給付事例の
共有に役立つ
事例やデータ

共済ボードを作成することで

▶給付の実態(給付件数、給付事例など)を組合員に向けて伝えることで、
たすけあいの実感を広げられる。

▶給付事例から、組合員の様々なリスクに対する注意喚起ができる。

▶組合員が給付事例を知ることで、困っている学生の給付漏れ防止に
つながる。

▶共済そのものについても知らせることで、認知度向上につながる。

／

全国から発信されているツールと合わせて活用しよう！
＼
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福井大の給付事例カード
作成用データを提供します。

＜怪我の事例＞
＜病気の事例＞

＊共済連から
給付事例＆「たすけあいア

ンケート」を力に
～第6号～

が発信されています。


